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【問 ３】基～中 2021－2 相続の概要

次の設例に基づき、相続の概要に関する以下の設問について、それぞれの答えを１～４の中か

ら１つ選んでください。

＜設例＞

加瀬浩二さん（以下「加瀬さん」という）は、将来の相続対策について検討している。

2023年11月末の加瀬さんの親族関係図等は以下のとおりである。なお、加瀬さんおよびそ

の親族は、全員日本国籍を有し、その住所は日本国内にあり、加瀬さんの所有財産はすべ

て日本国内にある。また、各設問間に関連はないものとする。

［親族関係図］

前夫

妻と前夫の子

妻

父（すでに死亡） 長女（相続放棄予定）

加瀬さん

養子Ａ（普通養子）

弟（すでに死亡)

母
甥

弟の妻

・ 加瀬さん夫婦は、2017年10月に甥を普通養子としている。

・ 長女は、加瀬さんの相続について、相続の放棄をする予定である。

（問題18）設問Ａ ☆☆☆

2023年11月末に加瀬さんに相続が開始した場合、加瀬さんの相続に係る養子Ａ（甥）の民法上

の法定相続分を（ア）、加瀬さんの相続に係る相続税の総額等を計算するうえでの養子Ａ（甥）

の法定相続分を（イ）としたときの（ア）、（イ）の組み合わせとして、正しいものはどれか。

なお、長女は相続の放棄をするものとする。

1. （ア）１／２ （イ）１／２

2. （ア）１／２ （イ）１／４

3. （ア）１／４ （イ）１／４

4. （ア）１／４ （イ）１／６
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（問題17）設問Ｉ－３ 相続人の欠格 ☆

1. 適切。母の相続において、その配偶者である父は子と同順位の相続人である（民法第887

条第1項、第890条）。相続について同順位にある者を死亡するに至らせて刑に処せられて

いるため、相続人となることができない（同法第891条第1号、下記 <相続の欠格事由> 参

照）。

2. 適切。被相続人の子が、欠格事由に該当して相続権を失った場合、相続権を失った者の子

が代襲相続人となる（同法第887条第2項）。代襲相続原因には、以前死亡、欠格、廃除の

３つがある。

3. 不適切。相続人の欠格の効果は、推定相続人が欠格事由に該当することにより当然に生じ

るため（同法第891条）、何ら手続きは不要である。

4. 適切。被相続人の遺言書を偽造、変造、破棄、隠匿した者は欠格事由に該当するため、相

続人となることはできない（同法同条第5号、最高裁判所1997年1月28日判決）。

＜相続の欠格事由＞

次に該当する者は相続人となれない。

① 故意に被相続人、または相続について先順位もしくは同順位にある相続人を死亡に至らせ

または至らせようとしたために、刑に処せられた者。

② 被相続人が殺害されたことを知っていながら、これを告訴または告発しなかった者。

ただし、その者に是非の弁別がないとき等は除く。

③ 詐欺または強迫によって被相続人が相続に関する遺言をし、撤回し、これを取消し、また

は、これを変更することを妨げた者。

④ 詐欺または強迫によって被相続人に相続に関する遺言をさせ、撤回させ、これを取消させ、

または変更させた者。

⑤ 被相続人の遺言書を偽造、変造、破棄、隠匿した者。

【問 ３】基～中 2021－2 相続の概要

＜正解＞

設問Ａ 設問Ｂ 設問Ｃ 設問Ｄ 設問Ｅ 設問Ｆ

２ ２ ３ ２ １ ４

設問Ｇ 設問Ｈ

４ ３

（問題18）設問Ａ－２ 民法上の法定相続分および相続税の総額等を計算するうえでの法定相続分 ☆☆☆

2. 正しい。

（ア）加瀬さんの相続に係る養子Ａ（甥）の民法上の法定相続分

長女は相続の放棄をすることとされ、初めから相続人とならなかったものとみなされる（民

法第939条）。また、養子は養子縁組の日から、養親の嫡出子としての身分を取得する（同

法第809条）。したがって、民法上の相続人は、妻、養子Ａ（甥）となり、それぞれの法

定相続分は以下のとおりとなる。

＜計算＞ 妻 1／2

養子Ａ（甥） 1／2


